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ムーディーズ

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期銀行預金�

格　　　　付�

短期銀行預金�

格　　　　付�

�

A3

P-2

日本格付研究所（JCR）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

長期優先債務�

格　　　　付�
AA－

格付投資情報センター（R&I）

種　類�

�

格　付� 格 付 の 定 義 �

発行体格付� AA－

債務履行の確実性は非常に高い。�

信用力は極めて高く、優れた要素がある。�

預金債務に関して、信用力が良好である銀行に対する格付け。ただし、長期的に�
見て信用力に影響を及ぼしうる要素があるとも考えられる。�
�

預金債務に関して、信用力が高く、短期預金債務を遅延なく履行する能力が高い�
銀行に対する格付け。�
�

■当行の格付

■格付とは

当行の格付
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　格付とは、企業が発行する債券（社債等）や銀行預金の元金・利息支払の安全度を第三者の格付会社が判断し、

記号で表したものです。企業の安全度を客観的に評価したものとして重要な指標であるとともに、最近では、機関

投資家のみならず一般の預金者の方々にも広く知られるものとなっています。�

　格付会社には、世界的に権威のある『ムーディーズ』や国内の格付会社である『日本格付研究所（ＪＣＲ）』や『格付

投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』などがあります。�

　ふくぎんは、『ムーディーズ』からは国内銀行の中では良好な「A3」（長期銀行預金）と「Ｐ－2」（短期銀行預金）

を得ています。また、『日本格付研究所（ＪＣＲ）』からは「ＡＡ－」を、『格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）』からは「ＡＡ－」

を取得しています。�

　今後とも、経営体質の強化に取り組み、格付の維持・向上に努めてまいります。�

�

■株式の状況 （平成18年3月31日現在）�

■配当について

中 間 期 期 末 年 間

平成18年3月期
（第95期）配当

平成19年3月期�
（第96期）配当予想�

3円50銭

4円50銭�

4円50銭

4円50銭�

8円00銭

9円00銭�

① 株式数は、千株未満を切り捨てて表示しています。�
② 割合は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。�
③ 上記のほか当行所有の自己株式16,503千株（2.40％）がございます。�

（注）�

株　　主　　数� 18,370

発行可能株式総数� 1,800,000

発行済株式の総数� 686,534

千株�

千株�

名�

当行株価� 日経平均株価� 銀行株価指数� 当行株価、日経平均株価、銀行株価指数の推移（平成10年4月＝100）�
�

当行株価の状況

【配当金目安テーブル】
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所有株式数�
（千株）�

発行済株式総数に�
対する所有株式数�
の割合（%）�

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）�

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）�

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 �

九 州 電 力 株 式 会 社 �

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 �

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 �

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 �

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー�

株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン �

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン�

4.99

3.74

3.19

2.81

2.49

2.30

2.13

2.03

1.73

1.47

34,270

25,741

21,919

19,296

17,137

15,792

14,630

13,964

11,919

10,140

大　　株　　主�
（氏名又は名称）�

平成11年�
4 7 10

平成12年�
4 711 10

平成13年�
4 71 10

平成14年�
4 71 10

平成15年�
4 71 10

平成16年�
4 71 10

平成17年�
4 71 10

平成18年�
41

50

150

100

200

250

（月）�

平成10年�
4 7 101

　平成18年3月期（第95期）期末配当につきましては、当期の

業績が高水準となったこと等を踏まえ、株主重視の経営方針を

より鮮明にするため、当期中間配当に比べ１円増配し1株当たり

4円50銭（年間8円）といたしました。�

■株主還元方針

■業績連動配当の導入�

　本年度からスタートしております『中期経営計画　2006』では、株主の皆さまのご期待にお応えするために、以下

のとおり、従来の安定配当の考え方を維持しつつ、業績連動型の配当方式の導入および株主還元率の設定を行うこ

とにより、株主の皆さまとの長期的な信頼関係を構築し、株主価値の向上につなげてまいります。�

　平成19年3月期以降において、当期純利益の水

準に応じて設定した1株あたりの配当金の目安をベー

スに、配当金をお支払いする方針といたします。�

■株主還元率30％以上�
　機動的な自社株取得により、配当に自社株取得を含めた株主還元率については、30％以上を目指してまいります。
　※ただし、事業展開やリスク環境等により変更することがあります。�
�

7円～�

8円～�

9円～�

配当金目安�単体当期純利益水準�

～250億円以下

250億円～300億円以下

300億円～350億円以下�

10円～�

11円～�

12円～�

�

配当金目安�単体当期純利益水準�

350億円～400億円以下

400億円～450億円以下

　　　　　450億円～�
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